
で、職業としての面白さや奥深さ、厳しさを体験す

ることができます。また、看護師として働きながら

糖尿病療養指導士や超音

波検査士を目指して勉強

している職員もいます。

漫然と日々の業務をこな

すだけでなく、目標を

持って日々の診療を行う

ことで、医療の質の向上

につながっていくと考え

ています。

　新生沢田内科医院とし

て以上の４つの柱をモッ

トーに、質の高い医療を

提供していきたいと思っ

ています。

やく「診断＝症状に病気の名前をつ

けていくこと」を心がけています。

採血検査は特殊なものを除き、即日院内で検査し結

果を出します。コロナのPCR検査も当日結果が出ま

す。私は消化器内

科出身ですので胃

カメラ、腹部超音

波検査、大腸内視

鏡検査も必要に応

じて即日検査をし

ています。心筋梗

塞は弘大病院循環

器内科、脳梗塞は

弘前脳卒中リハビ

リテーションセン

ター、その他入院

治療が必要な急性

期疾患は弘前総合医療センターや健生病院というよ

うに、早く症状が改善するように適切な医療機関へ

迅速に診療をつないでいきます。病棟を持っていた

ときは文字通り24時間365日、それをおこなってい

ました。病棟を閉めてからも時間制限はあるものの

週６日間医院にアクセスできるように維持していき

たいと思います。

　三つ目は「どこに

いったらいいのかわか

らない症状、どうした

らいいのかわからない患者さんをみる」ことです。

わかりやすくまとめると「かかりつけ医」としての

役割です。大学病院やその他の大きい病院では専門

分化が進んでいます。別の言い方をすると、その分

野とわかりさえすれば専門の医療を受けられるので

すが、どこにいったらいいのかわからない場合はそ

こにたどり着くことができません。手のしびれと
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いっても、それが内科的なものなのか、整形疾患

なのか頭の病気なのかわからないと受診できない

ということです。他の病院でみてもらったけどよ

くならない、コロナ後遺症をみてもらうところが

ないなど様々な方が、この茂森新町の住宅街の中

まで訪ねてきます。どこでどう治療したらいいの

か、方針がしっかりつけられるよう一緒に考えら

れる場所でありたいと思っています。

　四つ目は「教育機関」

としての役割です。当院

では弘前市医師会看護専

門学校の看護学科、准看護学科の学生を受け入

れ、一緒に働きながら看護について実践的に勉強

しています。また医師国家試験合格後２年目医師の

地域医療研修（１名で１ヶ月間）を受け入れていま

す。弘大病院、弘前総合医

療センター、黒石病院から

１ヶ月ずつ毎年３～６名の

研修医が勉強にきていま

す。2024年も４名の先生方

がこられました。大きい病

院では経験することができ

ない一般診療の研修をして

います。また弘大医学部の

１年生の臨床体験実習、東

目屋中学校、第四中学校か

らは２年生が短期間の職場

体験実習を行っています。

私たちが提供している医療

を中からもみてもらうこと

　途絶えていた理由としてはいろいろありますが、

やはり入院病棟の閉鎖に伴う業務内容の見直し、体

制の立て直しに注力したかったというのが第一に挙

げられます。全職員と個別に面談し、問題点と個々

の目標を確認しました。その上で医院

の方針の再設定と働き方改革を行いま

した。入院病棟が存続できなかったの

は痛恨の極みではありますが、今の沢

田内科医院に求められているものを

しっかり分析し、期待に応えられるよ

うがんばっていきたいと思います。

　では沢田内科の役割とはどんなもの

があるのでしょうか。私の中では大き

くわけて４つあると思っています。

　 一 つ 目 は

「健診（+がん検診）」で

す。弘前市の特定健診、後

期高齢者健診を合わせると市内で行われている健診

のうち約10%が当院で行われています。内視鏡胃が

ん検診についていえば市内全体約5000人のうち約

1000人（20%）が当院での検診です。健診を行うこ

とで、無症状の高血圧、脂質異常症、糖尿病を早期

発見し、脳梗塞、心筋梗塞を予防することができま

す。また胃カメラでは毎年当院で一般診療と検診を

合わせて約2000人が検査を受けて約20人が早期胃癌

と診断され、全員大学病院で内視鏡治療をして完治

しています。５年で100人もの方が胃癌で命を落と

さずにすんでいることになります。

　二つ目は発熱外来をはじ

めとした「急性期医療」で

す。発熱や腹痛、胸痛、め

まいなど急に具合が悪くなったときにできるだけは

①健診

②急性期医療

③かかりつけ医

2024年2月、弘前総合医療センター、村松凱斗先生

　沢田内科医院ニュースレターを復刊します。これまでは２ヶ月に１回、年６回の発行で

したが、今後は１月、４月、７月、10月の年４回、季刊としたいと思います。

④教育



で、職業としての面白さや奥深さ、厳しさを体験す

ることができます。また、看護師として働きながら

糖尿病療養指導士や超音

波検査士を目指して勉強

している職員もいます。

漫然と日々の業務をこな

すだけでなく、目標を

持って日々の診療を行う

ことで、医療の質の向上

につながっていくと考え

ています。

　新生沢田内科医院とし

て以上の４つの柱をモッ

トーに、質の高い医療を

提供していきたいと思っ

ています。

やく「診断＝症状に病気の名前をつ

けていくこと」を心がけています。

採血検査は特殊なものを除き、即日院内で検査し結

果を出します。コロナのPCR検査も当日結果が出ま

す。私は消化器内

科出身ですので胃

カメラ、腹部超音

波検査、大腸内視

鏡検査も必要に応

じて即日検査をし

ています。心筋梗

塞は弘大病院循環

器内科、脳梗塞は

弘前脳卒中リハビ

リテーションセン

ター、その他入院

治療が必要な急性

期疾患は弘前総合医療センターや健生病院というよ

うに、早く症状が改善するように適切な医療機関へ

迅速に診療をつないでいきます。病棟を持っていた

ときは文字通り24時間365日、それをおこなってい

ました。病棟を閉めてからも時間制限はあるものの

週６日間医院にアクセスできるように維持していき

たいと思います。

　三つ目は「どこに

いったらいいのかわか

らない症状、どうした

らいいのかわからない患者さんをみる」ことです。

わかりやすくまとめると「かかりつけ医」としての

役割です。大学病院やその他の大きい病院では専門

分化が進んでいます。別の言い方をすると、その分

野とわかりさえすれば専門の医療を受けられるので

すが、どこにいったらいいのかわからない場合はそ

こにたどり着くことができません。手のしびれと
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いっても、それが内科的なものなのか、整形疾患

なのか頭の病気なのかわからないと受診できない

ということです。他の病院でみてもらったけどよ

くならない、コロナ後遺症をみてもらうところが

ないなど様々な方が、この茂森新町の住宅街の中

まで訪ねてきます。どこでどう治療したらいいの

か、方針がしっかりつけられるよう一緒に考えら

れる場所でありたいと思っています。

　四つ目は「教育機関」

としての役割です。当院

では弘前市医師会看護専

門学校の看護学科、准看護学科の学生を受け入

れ、一緒に働きながら看護について実践的に勉強

しています。また医師国家試験合格後２年目医師の

地域医療研修（１名で１ヶ月間）を受け入れていま

す。弘大病院、弘前総合医

療センター、黒石病院から

１ヶ月ずつ毎年３～６名の

研修医が勉強にきていま

す。2024年も４名の先生方

がこられました。大きい病

院では経験することができ

ない一般診療の研修をして

います。また弘大医学部の

１年生の臨床体験実習、東

目屋中学校、第四中学校か

らは２年生が短期間の職場

体験実習を行っています。

私たちが提供している医療

を中からもみてもらうこと

　途絶えていた理由としてはいろいろありますが、

やはり入院病棟の閉鎖に伴う業務内容の見直し、体

制の立て直しに注力したかったというのが第一に挙

げられます。全職員と個別に面談し、問題点と個々

の目標を確認しました。その上で医院

の方針の再設定と働き方改革を行いま

した。入院病棟が存続できなかったの

は痛恨の極みではありますが、今の沢

田内科医院に求められているものを

しっかり分析し、期待に応えられるよ

うがんばっていきたいと思います。

　では沢田内科の役割とはどんなもの

があるのでしょうか。私の中では大き

くわけて４つあると思っています。

　 一 つ 目 は

「健診（+がん検診）」で

す。弘前市の特定健診、後

期高齢者健診を合わせると市内で行われている健診

のうち約10%が当院で行われています。内視鏡胃が

ん検診についていえば市内全体約5000人のうち約

1000人（20%）が当院での検診です。健診を行うこ

とで、無症状の高血圧、脂質異常症、糖尿病を早期

発見し、脳梗塞、心筋梗塞を予防することができま

す。また胃カメラでは毎年当院で一般診療と検診を

合わせて約2000人が検査を受けて約20人が早期胃癌

と診断され、全員大学病院で内視鏡治療をして完治

しています。５年で100人もの方が胃癌で命を落と

さずにすんでいることになります。

　二つ目は発熱外来をはじ

めとした「急性期医療」で

す。発熱や腹痛、胸痛、め

まいなど急に具合が悪くなったときにできるだけは

2024年5月、弘前総合医療センター、菊池日菜子先生

2024年10月、弘前総合医療センター、石本啓太先生

2024年12月、黒石病院、奈良岡春希先生

④教育　沢田内科医院ニュースレターを復刊します。これまでは２ヶ月に１回、年６回の発行で

したが、今後は１月、４月、７月、10月の年４回、季刊としたいと思います。

④教育

④教育

④教育



さんから電話を受け、休日、時間外、夜間でも診療を

していました。そ

のためいつでも処

方できるよう院内

に薬局をおいてい

ました。今回病棟

をなくするにあた

り、その必要がな

くなったため院外

処方にすることに

しました。今後は

処方箋があれば、

医院の隣にできる

院 外 薬 局 を は じ

め、ご自身の自宅

近くの薬局でもく

すりをもらうこと

ができます。６月

１ 日 を 目 標 に ス

ムーズに移行でき

るよう準備してい

く予定です。
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　入院病棟を閉鎖しましたので、

その分のスペースを有効利用する

ために2024年後半に院内のリ

フォームを行いました。２階病室は個室２部屋だけを

残してベッドをすべて処分しました。残った病室は大

腸内視鏡検査の前処置や、糖尿病の食事指導のため利

用します。旧病室は職員休憩室、職員ロッカールー

ム、カルテ庫、物置、院長室に改装しました。１階に

あった院長室、職員休憩室、職員トイレのスペースは

壁を取り払い、発熱外来とPCR検査機器置き場、外来

処置ベッド、物置、車いすトイレになりました。ま

た、外来診察室はもう一つ増やし４ブースになりまし

た。これまで予診室として利用していた３番診察室は

今後、糖尿病療養指導士をもつ看護師が外来通院時に

生活指導を行う場所として利用する予定です。新設の

４番診察室はベッドを置けるようにしました。ふだん

は予診をとるために利用しますが、将来的にはここで

も腹部エコー検査を行えるようにする予定です。

　また今年６月より院外処方にす

る予定です。これまでは入院病棟

があって、24時間365日通院患者

外来リニューアルと院外処方

車椅子トイレ（多目的トイレ）を作りました。

1階廊下の壁を撤去し、発熱外来、処置、ベッドスペースを拡充しました。

外来
リニューアル

院外処方

外来リニューアル

外来リニューアル



令和６年４月３日、２日後に控えた弘前大学の入学式に

先立って医学部で新入生歓迎会を開きしました。私は医

学部同窓会鵬桜会の理事長ですので118名の新入生を前

にして歓迎の言葉を述べました。私もそうでしたがほと

んどの学生は医師とは何かを深く考えてはいないと思い

ます。医学生はこれから医学の知識を学び実習をするわ

けですが、その背後にある医師とは何か、医学とは何

か、医療とは何かを考えながら医師になって欲しいとい

う願いを込めて歓迎の言葉を述べました。以下は一部割

愛していますが歓迎の言葉です。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。期待に

胸を膨らませて入学式を迎えたことと

思います。弘前大学医学部には鵬桜会

という同窓会があります。私はその理

事長を務めています。本日は、皆さん

の先輩を代表してご入学をお祝い申し

上げます。

医学部へ入学するということは、医師

になるという目的のためだと思いま

す。皆さんはどのような動機で医師に

なろうと弘前大学医学部へ入学してき

たのでしょうか。どのような医師にな

ろうとして入学してきたのでしょう

か。もちろん動機はみんなそれぞれ違

うと思います。崇高な理想を掲げて入

学した人、病む人を助けたい、社会的

地位が高い職業だ、収入が多い、親に

勧められた、勉強ができるので医学部を受けた。医師に

なるということはどういうことなのかをしっかり考えて

いない人もいるかも知れません。

医療とは何なのか、医学とは何なのか、医師とは何なの

か、医師にはどのようなことが必要なのか。どのような

動機で入学してきても、これから医学を６年間勉強する

中でよく考えればいいことです。その中で自分がどのよ

うな医師になるのか、どのような道を進むのかを決めて

行けばいいことだと思います。

皆さんの先輩として、皆さんを歓迎して話をしています

が、二つのことを覚えておいて下さい。江戸時代の終わ

2025年（令和7年）1月15日 沢田内科医院ニュースレター 第139号（ 4 ）

発　　　　行：　 〒036-8261 青森県弘前市茂森新町1-6-4  沢田内科医院　院長　澤田直也

ホームページ：　 https://www.sawada-naikaiin.com/       TEL 0172-37-7755　FAX 0172-37-7788

りの頃に、緒方洪庵という医師がいたということ、「医

戒」というものがあるということ、この２つです。

今はコロナウイルス感染症がダラダラ続いていて亡く

なった人もたくさんいます。江戸時代の終わり頃、天然

痘とコレラが流行し多くの人が亡くなりました。この時

に医師として活躍したのが緒方洪庵です。緒方洪庵は、

約200年前にドイツの医学書を約30巻、最後の部分を

「医戒」、医学に医、戒めの戒で「医戒」の名で日本語

に訳して出版しました。

『医戒』には、医師が守るべき戒めが12ヶ条にまとめ

られているのですが、これら12ヶ条

の一つひとつが、医療を実践する者

にとって「医療倫理」とも呼べる優

れたものです。ここでは詳しくは述

べませんが、｢人としていかに生きて

いき、命を救う立場にある医者がど

う行動するべきか｣を教えたのです。

医師のみならず、これから医学を学

ぼうとする者にとっても、必要なこ

とが書かれています。時代背景が違

いますので違和感を覚える部分もあ

りますが、200年の年月が流れても

その神髄は変わりがありません。

皆さんは医師になろうと一生懸命勉

強してきました。しかし、医師とは

どのようなものであるのかを深く考

えたことがある人は少ないと思います。皆さんがどのよ

うな動機で医師になろうとしてこの場にいても構いませ

ん。これから６年間、医師になるための勉強をします。

医師としての勉強はそれ以後も生涯続きます。そして、

医師をするためには医学的知識や医療技術だけでなく、

どのような心構えが必要であるのか、そのことも必要に

なります。その時に、緒方洪庵、医戒のことを思い出し

てください。

６年後には医師国家試験が待っています。でも、学生時

代は勉強するだけではなく友達作りにも励んで下さい。

きっと皆さんの大きな財産になることと思います。本日

はご入学おめでとうございました。

弘前大学医学部新入生歓迎会（澤田美彦）

曽我篤さんが「医戒」の
約1300文字で描いた緒方洪庵


